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＜参考＞

１．国際勧告との関連

　本標準は 1997 年 9 月に開催されたＩＴＵ－Ｔ　ＳＧ１１会合において承認されたＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．

１２２５に準拠している。

２．上記国際勧告等に対する追加事項等

2.1 オプション選択項目

　なし

2.2 ナショナルマター選択項目

　なし

2.3 その他

(1) 本標準は、上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対して先行して規定する事項を含んではいない。

(2) 本標準は、上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対して、以下の原則により削除を示している。

　(a) ＩＴＵ－Ｔ勧告で規定しているが、本標準では規定しない章、節および項は、目次および本文中に

章、節および項の番号とタイトルのみを示し、＃で表示している。なお、上記ＩＴＵ－Ｔ勧告で規

定しているが、本標準では規定しない記述で、理解を助けるために本文中に残しているものは＃で

表示する。

　(b)　ＩＴＵ－Ｔ勧告で規定しているが、本標準では規定しない章、節および項内の記述は、特に削除

を示す表示を付与することなく削除している。

(3) 本標準は、インテリジェントネットワークのサービス制御機能－サービスデータ機能間およびサービ

スデータ機能相互間のインタフェースを標準仕様として規定するためのものであるため、上記ＩＴＵ

－Ｔ勧告に対して、この目的のために不必要である、以下の項目についての記述を削除している。

３章内ｂ）項　ネットワークアクセスポイント（ＮＡＰ）

３章内ｄ）項　アジャンクト（ＡＤ）

３章内ｅ）項　インテリジェントペリフェラル（ＩＰ）

３章内ｆ）項　サービスノード（ＳＮ）

３章内ｉ）項　拡張されたＩＳＤＮカスタマ専用装置（拡張ＩＳＤＮ　ＣＰＥ）

３章内ｊ）項　非呼関連サービスポイント（ＣＵＳＰ）

５．３．２項　ＡＤ－ＳＳＰインタフェース

５．３．３項　ＩＰ－ＳＳＰインタフェース

５．３．４項　ＳＮ－ＳＳＰインタフェース

５．３．５項　ＳＣＰ－ＩＰインタフェース

５．３．６項　ＡＤ－ＩＰインタフェース

５．３．８項　ユーザインタフェース

５．３．１１項　拡張されたＩＳＤＮ　ＣＰＥ－ＣＵＳＰインタフェース

５．３．１２項　ＡＤ－ＣＵＳＰインタフェース

(4) 本標準において、ＴＴＣ特有に追加した記述部分については、＊で表示する。
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2.4 原勧告と章立ての構成比較表 

 上記国際勧告との章立ての構成の相違はない。 

 

３．改版の履歴 
 

 版数 制定日 改版内容 

 第 1版 1999 年 4 月 22 日 制定 

 

４．工業所有権 
 本標準に関わる「工業所有権の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 
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１．一般的条件

　本標準は、ＩＮ　ＣＳ－２のＩＮアーキテクチャの物理プレーンについて示す。一般的なＩＮ物理プレー

ンの情報はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１２０５に含まれている。

　ＩＮ概念モデルの物理プレーンは異なる物理エンティティとこれらエンティティ間のインタフェースを

示している。

　物理プレーンアーキテクチャはＩＮ概念モデルと整合していなければならない。ＩＮ概念モデルは以下の

主要目的を満足するためにＩＮアーキテクチャの設計に用いることが可能なツールである：

　－　サービス実現からの独立性

　－　網実現からの独立性

　－　ベンダと技術からの独立性

　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１３０の３ステージサービス記述方法が、物理プレーンアーキテクチャの開発に用い

られるかもしれない（これはノードの機能仕様とノード間プロトコルの詳細記述を含む）。

　本ドキュメントで用いられる略語のリストについては、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２２８付属資料Ｂを参照の

こと。

２．要求条件と仮定

2.1 要求条件

　物理プレーンの重要な要求条件は以下のとおりである：

　－　ＩＮ　ＣＳ－２分散機能プレーンの機能エンティティはＩＮ　ＣＳ－２物理エンティティにマッピ

ング可能である。しかしながら、ＩＮ管理の側面からの現時点での記述（もしくは物理プレーンへのマッ

ピング）は不要である。

　－　１つもしくはそれ以上の機能エンティティが同一の物理エンティティにマッピングされるかも知れ

ない。

　－　１つの機能エンティティは２つの物理エンティティ間に分けることはできない（即ち、機能エンティ

ティは１つの物理エンティティに完全にマッピングされる）。

　－　機能エンティティの重複したインスタンスが、同一物理エンティティではない異なる物理エンティ

ティにマッピング可能である。

　－　物理エンティティは物理アーキテクチャを構成するためにグループ化され得る。

　－　物理エンティティは標準インタフェースを提供するかもしれない。

　－　ベンダは機能エンティティのマッピングと標準インタフェースに基づく物理エンティティの開発が

可能でなければならない。

　－　ベンダは利用している技術と利用可能となった新技術をサポート可能でなければならない。

　－　電気通信管理ネットワーク（ＴＭＮ）はシステムもしくはＩＮの管理に関連する複数のシステムを示

す。そのため、単一の物理的な実現に制約されるものではなく、１つもしくは１つ以上の複数の物理エ

ンティティに機能を分散してインプリメントされ得る。この要求条件は、「ＴＭＮの雲」によって、図

１／ＪＴ－Ｑ１２２５に反映されている。

2.2 仮定

　物理プレーンアーキテクチャの開発のために以下の仮定が成される：

　－　ＩＮ概念モデルがＩＮ物理アーキテクチャの開発のためのツールとして用いられる。

　－　物理エンティティの開発のために既存及び新技術を用いることができる。

　－　分散機能プレーンの機能エンティティと物理プレーンの標準インタフェースの仕様は網、ベンダ、

サービスに非依存にできるであろう。

＊

＊
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　－　ＩＮ　ＣＳ－２に関してサービスを提供するために、十分な数のインタフェースが示される。サービ

ス生成とＯＡＭ機能は含まれない。

３．物理エンティティ（ＰＥ）

　本章はＩＮ　ＣＳ－２を実現するＰＥの選択が述べられる。この選択は、ＩＮ　ＣＳ－２を実現するため

の他の任意のＩＮ　ＰＥの適用を除外もしくは拒絶することを意図しているものではない。

なお、以下に記載される物理エンティティは、これらがＳＣＦもしくはＳＤＦの機能を具備し得る能力を

もつために、ＳＣＦ－ＳＤＦ間もしくはＳＤＦ－ＳＤＦ間のインタフェースがこれら物理エンティティ相互

間に対して適用され得るために記載されているものである。

ａ）サービス交換ポイント（ＳＳＰ）

ネットワークへのアクセスをユーザに提供（もしＳＳＰがローカル交換機であれば）し、必要な交換

機能を果たすのに加えて、ＳＳＰはＩＮ能力の集合体へのアクセスを可能とする。ＳＳＰはＩＮベース

のサービスに対する要求を検出する検出能力をもつ。また、他のサービス制御ポイントのようなサービ

ス制御機能（ＳＣＦ）をもつ他のＰＥと通信し、他のＰＥからの命令に応える能力も有する。機能的に

は、ＳＳＰは呼制御機能（ＣＣＦ）、サービス交換機能（ＳＳＦ）、およびもしＳＳＰがローカル交換

機であれば呼制御エージェント機能（ＣＣＡＦ）を含む。また、付加的にサービス制御機能（ＳＣＦ）

および／または特殊リソース機能（ＳＲＦ）および／またはサービスデータ機能（ＳＤＦ）を含むかも

しれない。

ＳＳＰはネットワークアクセスポイントに接続されたユーザにＩＮベースのサービスを提供するかも

しれない。

ｂ）ネットワークアクセスポイント（ＮＡＰ）

ｃ）サービス制御ポイント（ＳＣＰ）

　ＳＣＰは、ＩＮべースのサービスの提供に用いられるサービス論理プログラム（ＳＬＰ）とデータを

含む。ＳＣＰは信号網によりＳＳＰと接続される。サービスの信頼性を向上させＳＣＰ間の負荷分散を

可能とするために、複数のＳＣＰが同一のＳＬＰとデータを含むことが可能である。機能的には１つの

ＳＣＰはＳＣＦを含み、ＳＤＦを含むかもしれない。ＳＣＰは直接的に、もしくは信号網を介してＳＤ

Ｐ内のデータにアクセス可能である。ＳＤＰはＳＣＰと同じネットワークに存在するかもしれないし、

別のネットワークにあるかもしれない。

　ＳＣＰは信号網を介してＳＳＰも接続されることができ、付加的にＩＰに接続されることもできる。

ＳＣＰはＳＳＰ中継機能によってＩＰと接続されることもできる。

ｄ）アジャンクト（ＡＤ）

ｅ）インテリジェントペリフェラル（ＩＰ）

ｆ）サービスノード（ＳＮ）

ｇ）サービス交換制御ポイント（ＳＳＣＰ）

　ＳＳＣＰは単一ノードにＳＣＰとＳＳＰを組み合わせたものである。機能的には、ＳＣＦ、ＳＤＦ、

ＣＣＡＦ、ＣＣＦおよびＳＳＦを含む。ＳＣＦ／ＳＤＦ機能とＣＣＡＦ／ＣＣＦ／ＳＳＦ機能との間の

コネクションは、占有的かつ密接に結合されるが、ＳＳＰとＳＣＰ単体としての同様のサービス能力を

提供する。

　このノードはＳＲＦの機能的な能力も（すなわち、ＳＲＦを付加的な能力として）含み得る。

　ＳＳＣＰと他のＰＥとの間のインタフェースは、ＳＳＰと他ＰＥとのインタフェースと同一であり、

それゆえ陽には示されない。

ｈ）サービスデータポイント（ＳＤＰ）

　ＳＤＰは、サービスの実行中にアクセスされるカスタマと網のデータを含む。機能的には、ＳＤＰは

＊

＊

＊

＃

＃

＃

＃
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ＳＤＦを含む。

ｉ）拡張されたＩＳＤＮカスタマ専用装置（拡張ＩＳＤＮ　ＣＰＥ）

ｊ）非呼関連サービスポイント（ＣＵＳＰ）

４．マッピングの要求条件

　－　２．１節に挙げられている物理プレーンアーキテクチャの要求条件を満足する必要がある。

　－　機能エンティティは、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１２００シリーズに挙げられたベンチマークＩＮ　ＣＳ－

２サービスを提供する形で、物理エンティティにマッピングされる必要がある。

　－　機能エンティティの物理エンティティへのマッピングは既存物理エンティティへの効率的なインプ

リメントを許容しなければならない。

　－　機能エンティティの物理エンティティへのマッピングはサービス非依存なインタフェースを介して

のネットワーク機能間の標準通信を許容しなければならない。

５．分散機能プレーンの物理プレーンへのマッピング

5.1 機能エンティティの物理エンティティへのマッピング

　本節は、ＩＮ　ＣＳ－２のための、機能エンティティの物理エンティティへのマッピングを提供し、ＰＥ

間の参照点を記述する。その中で、ＩＮ　ＣＳ－２のための、適切な機能の分散が示され、標準化に適した

機能インタフェースが強調される。本節で述べられるＰＥは例示のみを目的としており、ＩＮ　ＣＳ－２の

ための機能の唯一可能なマッピングを意図しているものではない。

　本節は、いくつかのＰＥから構成される柔軟な物理アーキテクチャを記述する。各ＰＥは１つもしくはそ

れ以上の機能エンティティを含む。これはそのＩＮ機能性を規定するものである。図１／ＪＴ－Ｑ１２２５

に示されている物理アーキテクチャに含まれるＰＥはサービス交換ポイント（ＳＳＰ）、

ネットワークアクセスポイント（ＮＡＰ）、

サービス制御ポイント（ＳＣＰ）、

インテリジェントペリフェラル、アジャンクト、

サービス交換制御ポイント（ＳＳＣＰ）とサービスデータポイント（ＳＤＰ）、

ＩＳＤＮカスタマ専用設備（ＩＳＤＮ　ＣＰＥ）そしてサービスノード（ＳＮ）

である。

　機能エンティティの物理エンティティへのマッピングの典型的なシナリオは表１／ＪＴ－Ｑ１２２５に

示されている。

＃

＃

＃

＃

＃
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表１／ＪＴ－Ｑ１２２５＊　ＦＥからＰＥへのマッピングの典型的なシナリオ

　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．１２２５）

ＰＥｓ

ＦＥｓ

ＳＣＰ

ＳＳＰ

ＳＤＰ

ＳＳＣＰ

ＳＣＦ ＳＳＦ／
ＣＣＦ

ＣＣＡＦ ＳＤＦ ＣＵＳＦ ＳＲＦ

　Ｃ 　－ 　－ 　Ｏ 　－ 　－

　Ｏ 　Ｃ 　Ｏ 　Ｏ 　Ｃ 　Ｏ

　－ 　－ 　－ 　Ｃ 　－ 　－

　Ｃ 　Ｃ 　－ 　Ｃ 　－ 　Ｏ

Ｃ：必須、Ｏ：オプション、－：非許容

　この表は、表に含まれていない、他のいかなる機能エンティティの組み合わせがあるＰＥへ置かれること

が許されないと意図するものではない。

　以上のマッピングが図１／ＪＴ－Ｑ１２２５に示されている。各ＰＥはそれにマッピングされる特定の機

能エンティティをもつ。図の実線はＰＥ間に存在するであろう伝達パスを示し、点線はＩＮベースのサービ

スのためのアプリケーションレイヤメッセージを運び得る信号パスを示す。

5.2 ＦＥ－ＦＥ相互関係のＰＥ－ＰＥ相互関係へのマッピング

　ＩＮ　ＣＳ－２の範囲でのＦＥ－ＦＥインタフェースは、以下である。

１） ＳＣＦ－ＳＤＦ

２） ＳＤＦ－ＳＤＦ

　ＰＥ－ＰＥインタフェースへのマッピングは表２／ＪＴ－Ｑ１２２５に示される。

　表２／ＪＴ－Ｑ１２２５はＩＮ　ＣＳ－２勧告によってカバーされるであろう全ての可能なＰＥ－ＰＥ

インタフェースの膨大なリストを意味するものではない。

表２／ＪＴ－Ｑ１２２５＊　ＦＥ－ＦＥ相互関係のＰＥ－ＰＥ相互関係へのマッピング

　　 （ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．１２２５）

ＦＥ－ＦＥ

ＳＣＦ－ＳＤＦ

ＳＤＦ－ＳＤＦ

ＰＥ－ＰＥ

ＳＳＰ－ＳＣＰ

ＳＣＰ－ＳＤＰ

ＳＤＰ－ＳＤＰ

＊

＊

＊

＊

＊
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5.3 下位プロトコルプラットフォームの選択

　本節は物理アーキテクチャの要素間のＩＮ　ＣＳ－２のためのインタフェース候補について記述する。イ

ンタフェースは以下に示すものである。

　なお、下記に示す物理エンティティ間のインタフェースは、それがＳＣＦ－ＳＤＦもしくはＳＤＦ－ＳＤ

Ｆインタフェースとして適用され得るために列挙されるものである。

－　ＳＣＰ－ＳＳＰ

－　ＳＣＰ－ＳＣＰ

－　ＳＤＰ－ＳＤＰ

－　ＳＣＰ－ＳＤＰ

　既存下位レイヤプロトコルがＩＮべースの提供サービスから要求されるアプリケーションレイヤメッ

セージを転送するための候補インタフェースに対して提案される。即ち、ＩＮ　ＣＳ－２のための本標準の

焦点はアプリケーションレイヤプロトコルに当てられる。

　アプリケーションレイヤにおいては、異なるインタフェースにより送信されたメッセージは、たとえアプ

リケーションレイヤメッセージが異なる符合化やフォーマッティングをされたとしても、同一の意味的な内

容を反映されなければならない。

　たとえば、ＳＳＰ内のＳＳＦとＳＣＰ、ＡＤもしくはＳＮ内のＳＣＦ間のメッセージは、同一の情報を含

まなければならない。

　以降の節は、インタフェース上で用いられるためのいくつかの提案されたプロトコルを示す。

5.3.1 ＳＣＰ－ＳＳＰインタフェース

　ＳＣＰとＳＳＰ間のインタフェースに対して提案される下位プロトコルプラットフォームは、ＳＳ　Ｎｏ．

７の信号接続制御部（ＳＣＣＰ）／メッセージ転送部（ＭＴＰ）上のトランザクション機能応用部（ＴＣ）

である。

　本記述はＳＳＰ内にＳＣＦもしくは／およびＳＤＦが配備された場合にＳＳＰと他の物理エンティティ

間でＳＣＦ－ＳＤＦもしくは／およびＳＤＦ－ＳＤＦインタフェースが適用され得るために記載されてい

ることに注意のこと。

5.3.2 ＡＤ－ＳＳＰインタフェース

5.3.3 ＩＰ－ＳＳＰインタフェース

5.3.4 ＳＮ－ＳＳＰインタフェース

5.3.5 ＳＣＰ－ＩＰインタフェース

5.3.6 ＡＤ－ＩＰインタフェース

5.3.7 ＳＣＰ－ＳＤＰ／ＳＣＰ－ＳＣＰ／ＳＣＰ－ＳＤＰインタフェース

　ＳＣＰとＳＤＰとの、ＳＣＰとＳＣＰとの、そしてＳＤＰとＳＤＰとの間のインタフェースとして提案さ

れた下位プロトコルプラットフォームはＳＳ　Ｎｏ．７の信号接続制御部（ＳＣＣＰ）／メッセージ転送部

（ＭＴＰ）上のトランザクション機能応用部（ＴＣ）である。ネットワーク外のＳＤＰ（例えばクレジット

カード会社のクレジットカード検証データベース）に関しては、ネットワーク内におかれ、ＳＳ　Ｎｏ．７

ＴＣを公衆もしくは私設データ転送プロトコル（例えばＸ．２５）に翻訳する相互接続ユニットが用いられ

得る。

　なお、本節はＳＣＦ－ＳＤＦもしくはＳＤＦ－ＳＤＦインタフェースが適用され得るために記載されてい

ることに注意。

＊

＊

＃

＃

＊

＊

＊

＃

＃

＃

＃

＃

＊

＊

＊

＊
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5.3.8 ユーザインタフェース

5.3.11 拡張されたＩＳＤＮ　ＣＰＥ－ＣＵＳＰインタフェース

5.3.12 ＡＤ－ＣＵＳＰインタフェース

SDF
SDP

SCF

SDF

SCP

SCF

SRF

CCF

SDF

CCAF

SSP

No. 7 共通線信号網

SSF

CUSF

a)

a)

すべてのＰＥへ

Telecommunications

Management

Network (TMN)

インタフェース：
ＳＣＰ－ＳＳＰ　　ＳＣＰ－ＳＤＰ
ＳＣＰ－ＳＣＰ　　ＳＤＰ－ＳＤＰ

物理エンティティ（ＰＥ）

ＳＳＰ：　サービス交換ポイント
ＳＣＰ：　サービス制御ポイント
ＳＤＰ：　サービスデータポイント
ＳＳＣＰ：サービス交換制御ポイント

機能エンティティ（ＦＥ）

注）ＳＣＦ－ＳＤＦもし
くはＳＤＦ－ＳＤＦ間の
インタフェースが網間に
またがって適用されるケ
ースが本標準の対象であ
る。

：伝達回線

：信号回線

：オプションのＦＥ

ａ）ＳＳＣＰのＰＥはＳＣＦとＳＤ
ＦのＦＥを必須要素として内包す
る。

ＣＣＦ：　呼制御機能
ＣＣＡＦ：呼制御エージェント機能
ＳＣＦ：  サービス制御機能
ＳＤＦ：　サービスデータ機能
ＳＲＦ：　特殊リソース機能
ＳＳＦ：　サービス交換機能
ＣＵＳＦ：非呼関連サービス機能

図１／ＪＴ－Ｑ１２２５＊　ＩＮ　ＣＳ－２に対する物理プレーンアーキテクチャ

　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ． １２２５）

＃

＃

＃

＊
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